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紅葉が終わりを告げ
冬の味覚が色づく季節
　12月になり、川床の若宮神社境内にある黄金に輝くイ
チョウの葉は、冷たい北風で落ち始め、本格的な冬の到来
を迎えようとしています。
　一方、同神社の隣宅の庭には、果肉は甘く、皮は薬味と
して重宝され続ける、長島の伝統味覚として代表的な “島
ミカン” がたわわに実っていました。
　そこには、色づきはじめたミカンを食しようと野鳥が止
まり、寒い冬を乗り越える冬支度を始めていました。

長島
な     が     し     ま
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今年も好評！来場者１万８千人

長島の「海の幸」
「山の幸」を満喫

①②②②③

①薩摩川内おどり太鼓の迫力に圧巻される観客

②プロの歌声に感動、石原詢子さんの歌謡ショー

③模擬船おろしで、紅白の餅が投げられる

④ 長 い 列 が で き た ブ リ 試 食 コ ー ナ ー で は 2,000 食 分 を

提供

⑤出水市から訪れ、ブリ料理を堪能する山内さん親子

⑥たくさんの大漁旗を掲げ、 勇壮に湾内を走る漁船パ

レード

⑦競り板に思い思いの金額を書き込む模擬入札

⑧模擬入札で競り落とされた魚貝類

⑨会場内では、 水揚げされたばかりのヒオウギ貝など

が焼かれ、香ばしい香りが漂う
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長
島
の
新
鮮
な
魚
を
た
っ
ぷ
り

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
日
本
一
の
ブ

リ
の
町
を
情
報
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
第
５
回
長
島
お
さ
か
な
祭

り
」
が
11
月
25
日
、
薄
井
漁
港
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
然
豊
か

な
環
境
の
も
と
で
育
ま
れ
た
魚
や

特
産
品
を
一
堂
に
集
め
、
来
場
者

に
〝
見
て
・
食
べ
て
・
長
島
に
触

れ
て
も
ら
お
う
〟
と
計
画
。
今
回

で
５
回
目
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
県

内
で
も
う
わ
さ
の
祭
り
と
な
り
、

約
１
万
８
千
人
の
来
場
者
で
、
大

賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
好
評
の
模
擬
入
札
や

魚
の
一
本
釣
り
の
ほ
か
、
漁
船
パ

レ
ー
ド
、
模
擬
船
お
ろ
し
、
ブ
リ

解
体
シ
ョ
ー
、
芸
能
シ
ョ
ー
な
ど

で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

２
千
食
が
提
供
さ
れ
た
ブ
リ
試

食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
し
み
や
ブ

リ
汁
、
ブ
リ
カ
ツ
、
ブ
リ
ご
飯
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
例
年
同
様
多

彩
な
ブ
リ
料
理
を
堪
能
し
よ
う

と
、
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

模
擬
入
札
で
は
新
鮮
な
魚
貝
類

を
安
く
手
に
入
れ
よ
う
と
、
町

内
外
か
ら
大
勢
詰
め
掛
け
ま
し

た
。
先
着
順
で
申
し
込
ん
だ
競
り

人
は
、
各
自
希
望
し
た
金
額
を
競

り
札
に
書
き
込
み
、
競
り
落
と
し

た
魚
貝
類
を
手
に
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

漁
船
パ
レ
ー
ド
で
は
、
大
漁
旗

を
揚
げ
た
町
内
の
漁
船
31
隻
が
集

結
し
、
豪
快
に
波
し
ぶ
き
を
あ
げ

な
が
ら
勇
壮
に
登
場
。
薄
井
漁
港

の
岸
壁
で
待
ち
わ
び
た
観
客
は
、

手
を
振
る
な
ど
し
て
歓
迎
し
ま
し

た
。

第５回長島おさかな祭り

　

模
擬
船
お
ろ
し
で
は
、
模
擬
船

と
な
っ
た
漁
船
か
ら
、
紅
白
の
餅

投
げ
が
あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

わ
れ
先
と
な
り
餅
ひ
ろ
い
に
大
は

し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

タ
イ
と
ブ
リ
が
当
た
る
抽
選
会

は
、
午
後
か
ら
２
回
行
わ
れ
、
見

事
抽
選
に
当
た
っ
た
来
場
者
は
大

喜
び
で
当
た
っ
た
魚
を
手
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
は
新
鮮
な
魚

が
安
く
で
手
に
入
る
出
店
や
町
の

特
産
品
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
金
魚
す
く
い
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
親
子
4
人
で
訪
れ

た
、
小
学
5
年
の
山
内
乃の

あ愛
さ
ん

は
「
ブ
リ
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
並

ん
だ
か
い
が
あ
っ
た
。
全
部
お
い

し
か
っ
た
け
ど
、
一
番
は
お
さ
し

み
」
と
満
足
の
様
子
で
し
た
。

④

⑤

⑦

⑧

⑥

⑨
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川床小学校全校児童 78 人による合奏

大人も子どもも芸術の秋を楽しむ長
島
町
総
合
文
化
祭

　

11
月
７
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
で
第
７
回
長
島
町
小
・
中
学
校

音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
日
ご
ろ
の
音

楽
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
で
、
音
楽
を
愛
好

し
、
人
間
性
豊
か
な
児
童
、
生
徒

を
育
み
、
音
楽
感
覚
と
技
能
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
の
小
学
校
11 

校
と
中
学
校
５
校
の
計
16 

校
か

ら
、
児
童
、
生
徒
約
６
０
０
人
が

参
加
し
、
学
校
ご
と
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
合
唱
や
合
奏
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
１
番
目
に
登
場
し

た
平
尾
小
学
校
の
３
・
4
年
生
27

人
は
、
指
揮
者
の
先
生
に
あ
わ
せ

「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」
と
「
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
」
を
合
奏
と
合
唱
で
楽

し
く
元
気
に
披
露
。
今
年
度
で
閉

校
と
な
る
獅
子
島
小
学
校
全
児
童

12
人
は
「
不
知
火
の
響
き
」
の
曲

目
で
竹
太
鼓
を
演
奏
し
、
竹
の
響

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
出
番
と
な
っ
た
長

島
中
学
校
の
全
校
生
徒
87
人
は
、

「
自
由
へ
の
賛
歌
」
と
「
さ
く
ら

草
」
を
大
編
成
の
コ
ー
ラ
ス
で
歌

い
上
げ
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　

　

午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
に
は
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
「
ま
っ
か

な
秋
」
の
全
体
合
唱
が
あ
り
、
会

場
内
は
児
童
、
生
徒
の
歌
声
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

講
評
で
霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル

の
坂
下
修
事
業
課
長
は
「
ど
の
学

校
も
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
が

発
揮
で
き
て
い
て
感
動
し
た
。
こ

の
日
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
な
ん
で
も

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

鷹
巣
小
学
校
４
年
の
桐
野
絢
花

さ
ん
は
「
１
カ
月
前
か
ら
練
習
を

は
じ
め
、
高
い
声
を
出
す
こ
と
と

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
難
し
か
っ
た
。
今

日
は
、
は
っ
き
り
歌
う
こ
と
を
心

が
け
良
く
で
き
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

　

川
床
中
学
校
３
年
で
指
揮
を
務

め
た
林
玲
奈
さ
ん
は
「
み
ん
な
が

指
揮
者
を
良
く
見
て
合
わ
せ
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
中
で
一
番
上

手
に
歌
え
て
い
た
」
と
評
価
し
ま

し
た
。

各学校の先生らによるサプライズ合奏 全体合唱で「まっかな秋」を歌う児童生徒

長
島
町
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
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11
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
、

第
７
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
が
、

文
化
ホ
ー
ル
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
日
の
前
夜
祭
で
は
、
津
軽
三

味
線
正
絃
流
藤
心
会
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
幕
が
開
け
ら
れ
、
合
唱
や

ダ
ン
ス
、
健
康
体
操
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
の
本
番
で
は
、
あ
お
い
幼

稚
園
の
鼓
笛
隊
を
皮
切
り
に
、
各

小
中
学
校
や
団
体
が
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

指
江
保
育
園
の
園
児
ら
に
よ
る

運
動
ス
ト
レ
ッ
チ
で
は
、
開
脚
や

側
転
、
ブ
リ
ッ
ジ
歩
行
な
ど
を
披

露
す
る
と
、
観
客
席
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
「
こ
れ
ま
で
よ
く
練
習
し
て

き
て
い
る
。
柔
軟
な
体
が
す
ご

い
」
と
園
児
ら
を
褒
め
る
声
が
聞

こ
え
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

出
演
し
た
年
長
組
の
町
田
静
季

ち
ゃ
ん
は
「
運
動
ス
ト
レ
ッ
チ
の

お
か
げ
で
ブ
リ
ッ
ジ
が
得
意
。
こ

れ
か
ら
は
飛
び
箱
10
段
に
挑
戦
し

た
い
」
と
照
れ
な
が
ら
話
し
ま
し

た
。
正
覺
美
於
子
園
長
は
「
園
児

ら
が
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
は
最

長
島
町
総
合
文
化
祭高

。
今
後
も
一
つ
ず
つ
で
い
い
の

で
、
努
力
し
て
何
事
も
あ
き
ら
め

な
い
で
ほ
し
い
」
と
成
長
を
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
同
会
場
の
ロ
ビ
ー
で

は
、
茶
道
部
が
お
茶
席
と
し
て

野の
だ
て点

を
設
け
、
ま
こ
と
保
育
園
の

園
児
が
来
客
者
な
ど
に
お
茶
を
出

す
な
ど
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
か
わ

い
い
手
つ
き
で
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
お
茶
を
も
ら
っ
た
指

江
の
池
田
桂
子
さ
ん
は
「
子
ど
も

さ
ん
が
た
の
お
手
前
が
よ
ろ
し
く

お
い
し
か
っ
た
」
と
褒
め
て
い
ま

し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

内
で
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小

中
学
校
、
一
般
か
ら
出
品
さ
れ
た

書
道
や
絵
画
、
文
化
協
会
会
員
の

短
歌
、
手
芸
品
、
盆
栽
、
陶
芸
、

華
道
、
写
真
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
作

品
約
１
５
０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

手
の
込
ん
だ
作
品
の
前
で
は
立

ち
止
ま
っ
て
記
念
撮
影
を
す
る
来

場
者
や
、
出
品
者
か
ら
の
苦
労
話

を
聞
く
か
た
な
ど
、
芸
術
の
秋
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

文化ホール入口に飾られた菊の花

指江保育園の運動ストレッチでブ
リッジ歩行を披露する園児

幣 串 小 学 校 児 童 に よ る 踊 り
“へぐしソーラン”

川 床 保 育 園 と あ お い 幼 稚 園 の 作 品 で、
木の板を重ね合わせで作った橋と道路

手入れされた盆栽などを鑑賞する来場者思い思いの言葉が書かれた書道
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i n f o r m a t i o n

東
陸
友
会
が
２
連
覇

第
57
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会

中　学　校　の　部
１ 長島中学校Ａ［大会新記録］ 2:13:41
２ 鷹巣中学校Ａ 2:17:31
３ 川床中学校Ａ 2:21:03
４ 平尾中学校 2:24:52
５ 長島中学校Ｂ 2:28:10
６ 鷹巣中学校Ｂ 2:29:10
７ 獅子島中学校 2:32:12
８ 川床中学校Ｂ 2:46:35

高  校   ・   一   般  の  部
１ 東陸友会 2:11:50
２ 東町漁協 2:20:23
３ 獅子島駅伝クラブ 2:22:12
４ よせなべ 2:23:50
5 平尾ランナーズ 2:25:26
6 黒牛会 2:27:12
7 消防１１９ 2:28:37
8 長島ＮＲＣ 2:28:57
9 長島町消防団 2:31:32

10 長島町青年団 2:38:36
11 長島町役場指江 2:40:59
12 長島町教職員 2:41:38
13 東ＯＢクラブ 2:41:49
14 長島町役場鷹巣 2:44:52
15 鹿児島相互信用金庫 3:20:17

　

第
57
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大

会
が
11
月
17
日
、
長
島
町
役
場
指

江
庁
舎
前
を
発
着
点
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
に
は
、
23
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
午
前
11
時
の
号
砲
と

と
も
に
指
江
を
ス
タ
ー
ト
し
た
選

手
た
ち
は
、
国
道
３
８
９
号
線
を

黒
之
瀬
戸
方
向
に
南
下
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
早
朝
か
ら
大
雨
と

な
り
、
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
を
1

時
間
遅
ら
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
前
半
は
小
雨
の
状
況
で
の

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
が
中
盤
か

ら
は
雨
も
や
み
、
選
手
ら
は
ゴ
ー

ル
ま
で
の
36
㎞
を
力
走
し
、
1
本

の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

男
女
混
成
で
チ
ー
ム
を
編
成
し

た
中
学
生
の
部
に
は
８
チ
ー
ム
が

挑
み
、
14
区
間
で
競
わ
れ
た
レ
ー

ス
は
、
長
島
中
学
校
Ａ
が
大
会
新

記
録
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
は
15
チ
ー
ム
が
11
区

間
で
健
脚
を
競
い
、
東
陸
友
会
が

昨
年
に
続
き
2
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

①

②

③

①鷹巣中継所でたすきをつなぐ長島
ＮＲＣ
②中学校の部で優勝した長島中学校
Ａのゴール
③ 35 年 永 年 選 手 賞 を 受 賞 し た 3 人
の選手
④２連覇を成し遂げ、笑顔で写る東
陸友会の選手たち

スタート直前の選手ら（長島町役場指江庁舎前）

◇永年選手賞
35 年選手賞
　町田　章太郎（長島ＮＲＣ）
　坂下　謙造（東ＯＢクラブ）
　小城　久義（長島町役場指江）
25 年選手賞
　脇田　高洋（長島町役場指江）
15 年選手賞
　谷尾　政樹（平尾ランナーズ）
　池田　卓磨（獅子島駅伝クラブ）
　江口　寿樹（長島ＮＲＣ）
　山下　和久（東ＯＢクラブ）
　邑山　進三（長島町消防団）
10 年選手賞 
　谷尾　雄輝（平尾ランナーズ）
　鶴長　洋一（平尾ランナーズ）
　小田　保彦（獅子島駅伝クラブ）
　生田　正一（獅子島駅伝クラブ）
　鈴木　一平（長島ＮＲＣ）
　岩下　龍次（長島ＮＲＣ）
　北村　勇人（東陸友会）
　宮路　優作（東陸友会）
　山下　泰士（東陸友会）
　菊地　章憲（消防１１９）
　中村　文俊（消防１１９）④
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わ
が
町
の
予
防
接
種

　

11
月
1
日
か
ら
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風
、
ポ
リ
オ

を
予
防
す
る
た
め
の
４
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
後
3
カ
月
以
上
90
カ
月
（
7

接種場所

　町内の鷹巣診療所、高野医院、飯尾医院、長島クリニッ

ク、平尾診療所、獅子島へき地診療所

※①接種前に必ず医療機関への予約が必要です。

※②町外の医療機関での接種も可能ですが、詳細は役場

へお問い合わせください。
接種方法 　皮下注射

対  象  者

　生後３カ月以上 90 カ月（7 歳 6 カ月）未満で、これま

でに三種混合予防接種とポリオ予防接種を１回も接種し

ていない乳幼児

接種間隔
◆初回接種（1 ～ 3 回目）　　

   20 日から 56 日の間隔をおいて、3 回接種

接種回数

◆追加接種（4 回目）   初回接種後、6 か月以上の間隔を

おいて 1 回接種

※初回接種の 3 回目終了後、1 年程度の間隔をおくこと

が望ましい。

実施期間

　通年

※対象のかたには通知でお知らせします。なお、今年度

は４種混合予防接種は医療機関で個別に受けてもらう予

定です。接種する際には役場が発行する予診票が必要と

なりますのでご連絡ください。その他ご不明な点はお問

い合わせください。

問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係

　☎（86）１１４６［直通］

２代目キャンペーンレディ

歳
6
カ
月
）
未
満
で
、
こ
れ
ま
で

に
３
種
混
合
予
防
接
種
と
ポ
リ
オ

予
防
接
種
を
１
回
も
接
種
し
て
い

な
い
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
、
全

部
で
4
回
の
接
種
と
な
り
ま
す
。   

長島町の情報発信がんばります
　本町のさまざまなイベントなどのＰＲと、

情報発信を担う２代目のキャンペーンレディ

が 10 月に決まり、活動を開始しました。

　初代キャンペーンレディの平野沙織さんと

岩塚有加里さんから引き継いだのは、白石涼

香さんと脇田真愛沙さんの二人。 就任後は、

さっそく町の催しや情報を紹介するため各イ

ベント会場などを訪れ、積極的にＰＲ活動を

始めました。　
　就任した白石さんは「私の生まれ育った大

好きな長島をもっとたくさんのかたに知って

もらい、足を運んでほしい」と応募したきっ

かけを話し、　脇田さんは「長島の美しい景

観と、おいしい特産品を多くのかたにＰＲし

たい」と抱負を語りました。

▼白石　涼香さん（27 歳）：右　　

▼脇田真愛沙さん（19 歳）：左

↑ 11 月 24・25 日、東京で開催された「アイランダー
2012」で、県外のかたがたに長島を紹介する二人
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i n f o r m a t i o n

12
月
は
町
税
完
納
月
間

　　
　
　

『
納
付
期
限
は
12
月
28
日（
金
）』

　
　
口
座
振
替
の
か
た
は
、
12
月
25
日
（
火
）
に
口
座
引
き
落
と
し
を
し

ま
す
の
で
、
預
金
残
高
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
完
納

月
間
」
と
定
め
、
町
税
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

 

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税

目
ご
と
に
納
税
組
合
長
を
通
じ
て

納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

12
月
28
日
（
金
）
が
最
後
の
納
付

期
限
と
な
り
ま
す
。

　

未
納
の
あ
る
か
た
に
は
、「
町

税
催
告
書
」
を
送
付
し
、
税
務
課

職
員
が
自
宅
や
職
場
を
訪
問
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。
自
ら
進
ん
で
12
月
の

「
町
税
完
納
月
間
内
」
に
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

社
会
保
険
料
の
控
除
対
象
で
す

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
は
、
平

成
24
年
分
の
確
定
申
告
ま
た
は
年

末
調
整
で
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
額
だ
け
が
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

証
明
書
は
、
税
務
課
で
発
行
し

ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
１
月
１
日
以

降
に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成

25
年
分
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
償
却
資
産
の
申
告
を
！

申
告
は
平
成
25
年
１
月
31
日

（
木
）
ま
で
に

　

法
人
や
自
営
業
者
な
ど
で
、
そ

の
事
業
に
使
用
す
る
償
却
資
産

（
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
建

物
、
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
等
は
除
く
）
の
所
有

ＴａｘＮｅｗｓ
納期内納入にご協力ください。

［税だより］

者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

所
在
・
種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・

取
得
価
格
・
耐
用
年
数
・
見
積
価

格
な
ど
、
償
却
資
産
課
税
台
帳
の

登
録
お
よ
び
価
格
決
定
に
必
要
な

事
項
を
、
１
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
償
却
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村

長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

期
限
内
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
管
理
収
納
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

町
県
民
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
）　
　
　  

　  

介
護
保
険
料
（
6
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
6
期
）

12
月
は

の
納
付
月
で
す
。
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保育所への
入所児童募集

　平成 25 年度の保育所入所児童を募集します。入所を希望されるかたは、入所申込書の提出が必要

となりますので、受付期間内に申し込んでください。

　現在、保育所に入所している児童についても、再度申し込みが必要になります（現在入所されてい

る児童については、保育所を通して申込書を配布します）。

▼入所対象児童
　保育所に入所できる対象児童は、長島町内に住所

があり、両親および同居の家族全員が次のいずれか

に該当し、家庭で保育ができない０歳から小学校

入学前の児童です。

　①家庭外労働（居宅外に勤務している）

　②居宅内で家事以外の仕事についている

　③母親が出産の前後である（前後２カ月）

　④疾病・障害等（疾病等による入院・通院、また

は障害を有している）

　⑤親族等の介護（長期にわたる病気・障害等でそ

の介護に当たっている）

　⑥災害等

　　（火災やその他災害の復旧に当たっている）

　⑦その他

　　（その他町長が保育に欠けると認めたとき）

　※集団生活を身につける、他の子に手がかかるな

どは、入所申請の理由になりません。

▼受付期限＝１月 18 日（金）
　※募集期間を過ぎて申し込みをした場合、入所で

　きないことがあります。

　※各保育所の保育士数、入所定員等の関係で入所

　できない場合や第１希望以外の保育所への入所と

　なる場合があります。

平成 25 年度の

◎申込書配布場所・提出先
　役場町民福祉課児童福祉係
　☎（86）1157［直通］
　総合管理課町民係
　☎（88）5651［直通］

▼入所定員
　平尾保育園 50 人、指江保育園 60 人、

　まこと保育園 60 人、川床保育園 45 人、

　東保育園 90 人、　本浦保育園 20 人、

　伊唐保育園 30 人

　※その他町外の保育所についても受け付けます。

▼提出書類
　１．保育所入所申込書

　２．家庭状況の申立書

　３．保育できないことを証明するもの

　　①就労証明書（就労者）

　　②母子手帳（出産前後）

　　③診断書（疾病・介護等）

　４．保育料算定に必要な書類（両親分が必要）

　　①平成 24 年分源泉徴収票または確定申告の写

　　し

　　②平成 24 年度町民税課税証明書　（平成 24 年

　　１月１日、長島町外に居住していた人）

　   ※児童が祖父母などの扶養に入っている場合は

　　祖父母などの (1)、(2) も必要です。　　　　　
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11
月

１
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

３
日　
　
　

 

集
落
運
動
会
訪
問
（
町
内
）

６
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

７
日 　
　
　

町
村
長
Ｏ
Ｂ
会
（
鹿
児
島
市
）

                　

  

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会（

鹿
児
島
市
）

8
日　
　
　

 

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

11
日　
　
　

 

あ
づ
ま
マ
ン
ダ
リ
ン
旗
争
奪
少
年
剣
道

　
　
　
　
　

 

大
会
（
町
民
体
育
館
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
文
化
祭
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

12
日　
　
　

 

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
臨
時
議
会

（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

13
日　
　
　

 

県
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
評
議
員
会

（
鹿
児
島
市
）

15
日　
　

 　

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

17
日　
　
　

 

長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会

17
～
18
日　

 

関
東
な
が
し
ま
会
（
東
京
都
）

19
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
議
会
定
例
会

（
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

（
出
水
市
）

20
～
22
日　

 

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

 

水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会

（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

 

全
国
漁
港
漁
場
大
会
（
東
京
都
）

23
日　
　
　

 

鹿
児
島
県
国
保
地
域
医
療
学
会

（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　

 

第
５
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り（

薄
井
漁
港
）

26
日　
　
　

 

民
生
委
員
表
彰
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
広
野
自
治
公
民
館
）

28
日　
　
　

 

市
町
村
総
合
事
務
組
合
定
例
議
会

（
鹿
児
島
市
）

29
～
30
日　

 

安
心
・
安
全
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全

　
　
　
　
　

 

国
大
会
（
東
京
都
）

30
日　
　
　

 

平
成
25
度
当
初
予
算
編
成
説
明
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

年
末
・
年
始
の
「
ご
み
」
と
「
し
尿
」
受
入
日

環境センター（☎ 75-0739）
リサイクルセンターエコリア北薩（☎ 84-4111）

衛生センター（☎ 82-1070）

　12 月 22 日（土） 休み 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）

　12 月 23 日（日）
［祝日：天皇誕生日］

休み 休み

　12 月 24 日（月）
　［振替休日］

特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）

　12 月 29 日（土） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 休み

　12 月 30 日（日） 特別受入（8 時 30 分～ 12 時 00 分） 休み

  12 月 31 日（月）～
　　　　　1 月３日（木）

休み 休み

　 1 月４日（金）～ 通常受入 通常受入

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
年
末
・
年
始
の
「
ご
み
」
お
よ

び
「
し
尿
」
の
特
別
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　

ご
み
を
処
理
す
る
環
境
セ
ン
タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ

リ
ア
北
薩
で
は
、
年
末
の
大
掃
除
に
合
わ
せ
て
24
日
の
振
り
替
え
休

日
と
29
日
の
土
曜
日
、
30
日
の
日
曜
日
に
特
別
受
入
れ
を
行
い
ま

す
。
町
で
は
28
日
ま
で
計
画
さ
れ
た
通
常
の
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す

が
、
家
庭
か
ら
出
た
大
量
の
ご
み
な
ど
は
、
各
自
で
の
搬
入
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理
す
る
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
末
の

25
日
か
ら
28
日
ま
で
は
通
常
の
操
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
22
日
と

24
日
に
特
別
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。
清
掃
、
抜
き
取
り
を
計
画
さ
れ

る
か
た
は
、
町
内
の
許
可
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
か
各
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

年
末
最
後
の
日
曜
日
は

特
別
受
入
れ
（
ご
み
）

を
行
い
ま
す
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灘
青
く
岬
に
迫
り
曼
珠
沙
華
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

名
月
や
母
の
手て
だ
れ練
の
箕み

に
祀ま

つ

る
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

窓
開
け
て
ゆ
っ
く
り
走
る
稲
の
秋
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

良
く
笑
い
良
く
寝
る
母
や
敬
老
日
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

名
月
の
浮
き
世
の
す
べ
て
照
ら
し
け
り
　
　
竹
内
　
　
功

大
漁
旗
掲
げ
て
閉
校
運
動
会
　
　
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

凛り
ん

ち
ゃ
ん
の
跳
び
縄
ま
わ
る
天
高
し
　
　
　
山
嵜
加
代
子

曼
珠
沙
華
老
婆
二
人
の
散
歩
道
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

グ
ラ
ン
ド
の
今
が
青
春
敬
老
日
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

月
明
か
り
波
の
穂
静
め
灘
渡
る
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

夕
暮
れ
や
な
ぜ
か
侘
し
い
轡
く
つ
わ
む
し虫

　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

留
守
居
に
て
所
在
な
げ
な
る
猫
共
と
戯
れ
て
を
り
霙
み
ぞ
れ

降
る

日
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

大
太
鼓
を
足
曲
げ
支
へ
抱
き
叩
く
幼
の
演
奏
力
こ
も
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

唐
藷
の
コ
ン
テ
ナ
を
運
び
呉
る
る
息こ
子
を
自
ず
と
頼
る
親

と
な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

秋
茄
子
を
捥
が
ん
と
く
れ
ば
大
根
の
芽
吹
き
し
双
葉
朝
露

光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

雨
だ
れ
の
音
を
聞
き
つ
つ
床
に
就
く
夜
す
が
ら
雨
の
リ
ズ

ム
崩
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

［
短
歌
］

世
の
中
は
時
期
待
つ
事
よ
車
な
の
人
変
る
な
ら
世
も
変
る

の
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

車
椅
子
押
す
手
に
重
ね
る
妻
の
掌
の
温
も
り
増
し
て
朝
の

散
歩
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

花
を
選
ぶ
暫
し
の
間
雨
降
る
を
花
は
喜
ぶ
と
花
屋
は
言
い

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

今
或
る
は
偉
大
な
る
愛
御
加
護ご

故
と
や
唯
十
字
切
る

宗
方　

正
喜

［
俳
句
］

お
も
か
げ
復
元
師
の
震
災
絵
日
記

笹
原  

留
似
子  

著

　被災された悲しみを生きる勇
気へと復元していく優しきス
トーリーが、この絵日記のなか
に存分に詰まっています。

海
よ
、
永
遠
に

愛
葉  
常
二  

著

　東日本大震災で甚大な被害を
受けた南三陸町。震災直後の様
子、そこから変化していく町の
人々の様子がドキュメンタリー
を交えて書かれています。

足
癒
へ
て
久
び
さ
に
来
し
温
泉
に
漁
火
見
つ
つ
湯
に
浸
り

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

廊
下
走
る
曾
孫
の
足
音
響
く
さ
へ
わ
が
生
甲
斐
と
な
り
て

秋
逝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

霜
降
り
ぬ
畑
に
生
り
継
ぐ
ミ
ニ
ト
マ
ト
追
肥
施
し
い
と
ほ

し
み
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

海
鳴
り
の
絶
へ
た
る
午
後
に
建
築
の
釘
打
つ
音
は
渚
に
聞

こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

老
犬
は
寂
し
か
り
し
か
わ
が
留
守
に
小
屋
の
柱
を
噛
み
し

跡
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

わ
が
友
ら
留
守
に
来
た
ら
し
柿
蜜
柑
左
右
に
置
き
て
仏
壇

に
供
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

夕
陰
る
畑
に
玉
葱
三
百
本
忙
し
く
植
へ
て
心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

娘
と
孫
子
三
日
の
東
京
見
物
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
ま
だ

ま
だ
足
ら
ね
ど　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江
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平
成
25
年
度
長
島
町
奨
学
生

を
募
集

　

長
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
25
年
度
奨
学
生
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類

　
［
高
等
学
校
］

　
　

採
用
人
数　

若
干
名

　
　

貸
与
月
額　

２
万
円

　
［
大
学
等
］

　
　

採
用
人
数　

若
干
名

　
　

貸
与
月
額　

４
万
円

○
応
募
資
格

　

長
島
町
に
保
護
者
が
居
住
し
、

平
成
25
年
４
月
に
高
等
学
校
・
大

学
等
に
入
学
す
る
か
た
、
ま
た
は

在
学
中
の
か
た
。

※
奨
学
資
金
は
、
他
の
制
度
と
二

重
に
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
書
類

　

奨
学
金
貸
与
申
請
書

　

奨
学
生
推
薦
調
書

　

連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

　

納
税
証
明
書

○
提
出
期
限

　

平
成
25
年
２
月
１
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課

　

☎
（
86
）
５
６
７
９

町
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
指
江

図
書
館
が
休
館

　

指
江
に
あ
る
町
文
化
ホ
ー
ル
改

修
工
事
の
た
め
、
館
内
の
ホ
ー
ル

お
よ
び
指
江
図
書
館
が
全
面
休
館

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
図
書
館
で

借
り
て
い
た
本
の
返
却
は
、
Ｂ
＆

Ｇ
体
育
館
入
口
に
返
却
ボ
ッ
ク
ス

を
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
休
館
期
間

　

平
成
25
年
2
月
15
日
（
金
）
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６

長
崎
鼻
灯
台
を
一
般
公
開

　

唐
隈
に
あ
る
長
崎
鼻
灯
台
の
一

般
公
開
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
灯

台
か
ら
は
、
東
シ
ナ
海
が
一
望
で

き
、
当
日
は
、
海
上
保
安
庁
の
マ

ス
コ
ッ
ト
「
う
み
ま
る
」
が
登
場

し
ま
す
。
ま
た
、
灯
台
の
施
設
内

見
学
や
海
上
保
安
庁
業
務
の
写
真

展
示
、
制
服
試
着
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
計
画
さ
れ
、
串
木
野
海
上
保

安
部
所
属
船
の
「
と
か
ら
」
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
（
1
枚
／
２
０
０
０
円
）
も
販

売
さ
れ
ま
す
。

○
日
時
＝
１
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
３
６
２

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

一
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ

ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
―
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経

済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
（
資
料

は
無
料
）。

○
出
願
期
間
＝
２
月
28
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
25
年
度
入
学

生
募
集
中

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
課
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
入
学
が
で
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た

特
色
あ
る
教
育
課
程
で
、
3
年
間

で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

請
求
く
だ
さ
い
。

○
募
集
内
容

　

高
等
学
校
普
通
科
入
学
生

○
願
書
・
申
込
受
付
期
間

　
［
推
薦
入
学
］

　

1
月
18
日
（
金
）
～1

月
24
日
（
木
）

　
［
一
般
入
学
］

　

１
月
25
日
（
金
）
～4

月
30
日
（
火
）

○
募
集
対
象

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
高
等

学
校
に
入
学
し
て
い
な
い
か
た
や

高
等
学
校
を
途
中
退
学
し
た
か
た
。

ま
た
は
現
在
高
等
学
校
に
在
学
中

の
か
た
。

○
申
込
方
法

　

請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書
と
願

書
の
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
出
願

受
付
順
に
書
類
選
考
と
面
接
を
実

施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間

　

12
月
10
日
（
月
）
か
ら
12
月
16
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日
（
日
）
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
し
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
人
権
侵
害
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
が

控
除
さ
れ
ま
す　

　

鹿
児
島
県
税
条
例
の
改
正
に
よ

り
、
個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額

控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人

や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
対
し

て
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
一
定
の

額
が
個
人
県
民
税
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

○
新
た
に
対
象
と
な
る
主
な
寄
附
金

  

県
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る

次
の
法
人
な
ど
に
対
し
て
、
所
得

税
の
所
得
控
除
ま
た
は
税
額
控
除

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
寄
附
金
で
、

平
成
24
年
1
月
1
日
以
降
に
支
出

さ
れ
た
も
の
。

　

・
公
益
社
団
法
人
、
公
益
財
団

　

法
人
、
学
校
法
人
、
社
会
福
祉

　

法
人
、
更
正
保
護
法
人
、
認
定

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
な
ど

○
控
除
額

  

寄
附
金
額
か
ら
2
千
円
を
控
除
し

た
金
額
の
4
㌫

※
市
町
村
も
条
例
指
定
し
て
い
る

場
合
は
個
人
市
町
村
民
税
率
6
㌫

分
も
上
乗
せ
し
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

○
手
続
き

  

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
際
に
、

寄
附
先
が
発
行
し
た
領
収
書
を
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寄
附
金
に
関
す
る
こ
と
は
、
寄

附
を
し
よ
う
と
す
る
各
法
人
な
ど

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
９

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
国
の
重
要
な
調

査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企

業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お

よ
び
地
域
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
内
容
を
統
計
作
成
の
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◯
調
査
対
象
＝
全
て
の
製
造
事
業
所

◯
調
査
期
間

　

平
成
24
年
12
月
～
平
成
25
年
1
月

◯
調
査
内
容

　

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
の
状

況
で
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、

製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
統
計
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
７
９

「
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
」

お
よ
び
「
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
等
業
務
従
事
者
」
の
届

け
出

　

医
師
、
歯
科
医
師
ま
た
は
薬
剤

師
の
免
許
を
お
持
ち
の
か
た
、
ま

た
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師

ま
た
は
准
看
護
師
と
し
て
業
務
に

従
事
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
2
年

に
1
回
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
届
け
出
方
法

　

所
定
の
届
け
出
票
に
必
要
事
項

（
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
の
状

況
）
を
記
入
の
上
、
従
業
地
ま
た

は
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
看
護
職
員
は
従
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限
＝
1
月
15
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
保
健
医
療
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
６
６
２

あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の

家
庭
に
温
か
く
迎
え
入
れ
、
愛
情

と
真
心
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ

さ
る
か
た
の
こ
と
で
す
。
県
で
は
、

子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

そ
し
て
子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な

愛
情
を
有
し
て
い
る
か
た
を
、
里

親
と
し
て
認
定
・
登
録
し
、
保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
養
育
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

里
親
に
な

る
に
は
、
特
別
な
資
格
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
事
か
ら
里

親
と
し
て
認
定
さ
れ
、
里
親
と
し

て
登
録
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
児
童
相
談

所
で
里
親
制
度
の
説
明
を
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
子
ど
も
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
７
１

※
今
月
号
か
ら
、
役
場
の
電
話
は

直
通
番
号
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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島弁でふるさとを語る
関東ながしま会総会

　長島町の出身者でつくる、関東ながしま会（児
島寛会長）の第６回総会が 11 月 18 日、東京
都上野精養軒で開催されました。
　大会当日は、総勢 150 人余りの出身者が集
まり、まずは物故者へ黙祷。児島会長は「みん
なが集まる年１回の総会を楽しみにして、同会
を充実させていきたい」とあいさつしました。
　この後、お祝いに駆けつけた川添健町長から
長島町の近況報告などがあり、参加者は熱心に
話しを聞いていました。懇親会では、本町特産
の “島美人” で程よく酔いが回り始めると、会
場内では長島弁が飛び交い思い出話に花が咲い
ていました。会場では、今回から満年齢 60 歳、
70 歳、80 歳のかたには記念品が贈られたほか、
本町の特産品などが当たる大抽選会も開催さ
れ、大賑わいとなりました。会場内は大盛況となり、参加者全員で踊った "鹿児島おはら節” ↑

長

迫秀作さんが最優秀賞山 全国青年大会で意見発表

　11 月９日から 12 日の日程で、全国青年大会が
東京で開催され、田尻集落の山迫秀作さんが文化
の部で意見発表を行い、最優秀賞を受賞しました。
　山迫さんは、職場のある出水市高尾野青年団に
所属しており、今回は母親が病気を患ったことか
ら生きることの大切さと、これまでの人との出会
いで自分が成長したことを「一期一会」のタイト
ルで発表し、審査員を感動させました。
　受賞後山迫さんは「今回発表する機会で仲間の
大切さを実感できた。今後もたくさんの出会いを
自分の財産にしたい」と話しました。

山迫さん（左から２番目）と高尾野青年団の皆さん↑

年功績で濵畑さんと西村さんの二人永 県障害者保健福祉大会で県知事表彰

　11 月１日、鹿児島県障害者保健福祉大会が鹿児
島県民交流センターで開催され、広野集落の濵畑正
登さんと川内集落の西村春己さんの二人が、県知事
表彰を受けました。
　濵畑さんと西村さんは、永年にわたり長島町身体
障害者協会の会長や役員などを歴任し、障害者福祉
の向上に貢献してきたことが認められ、今回の受賞
となりました。
　濵畑さんは「これまで周囲のかたがたに助けても
らった。今後も人の役に立つように頑張りたい」と
喜び、西村さんは、「微力ながら活動を続け障害者
福祉の向上を図りたい」と話しました。

↓県知事表彰を受けた濵畑さん（左）と西村さん（右）

14Nagashima town Public Relations



規模災害時に助け合う大 長島町社協が県境越え災害協定

　11 月５日、長島町社会福祉協議会（早﨑
九洲男会長）は、熊本県の天草市、上天草市、
苓北町と、長崎県島原市、南島原市の５市町
の社会福祉協議会と災害時にける相互の応援
協定を結びました。
　この協定は、大規模災害が発生した際、熊
本県天草と長崎県島原は陸路が使えない場合
でもフェリーで往来できることから考案。県
境を越え協力態勢を構築し、市町の社会福祉
協議会が設置するボランティアセンターに職
員を派遣し合うことと、必要な物品、資機材
の提供、あっせんを行うこととしました。
　早﨑会長は「近年の異常気象で災害が発生
した際、相互乗り入れで迅速に対応できるよ
うになった。今後は定期的に集まり、もしも
の時に備えた訓練なども行って行きたい」と
話しました。

災害協定を結んだ６市町社会福祉協議会の会長ら↓

剣士が日本剣道形を披露女
あづまマンダリン旗争奪
少年剣道大会

↑真剣なまなざし
で日本剣道形を演
舞する福山さん
（左）と石田さん
（右）

←声援がかけられ
熱戦が繰り広げら
れる

　第 20 回あづまマンダリン旗争奪少年
剣道大会が 11 月 11 日、長島町総合町
民体育館で開催されました。
　記念すべき 20 回大会となったことか
ら、開会式の日本剣道形は、今年初めて
女性剣士の福山寿恵さんと石田千穂さん
の二人が公開演舞を行いました。互いに
刀を持ち剣を振舞う姿は真剣で、周りで
見ている選手らは見入っていました。
　演舞した二人は「緊張したが良くでき
た」と喜び「今後も日本伝統の剣道ファ
ンを増やしていきたい」と話しました。
　大会は、小学生の部 18 チーム、中学
生男子の部 19 チーム、中学生女子の部
11 チーム、計 48 チームが集い熱戦を繰
り広げました。
　大会の優勝結果は次のとおりです。
◇小学生の部　伊集院剣心館（日置市）
◇中学生男子の部　大津中学校（熊本市）
◇中学生女子の部　城西中学校（鹿児島市）
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第 61 回鹿児島県畜産共進会出 品牛３頭が優秀賞を受賞
　第 61 回鹿児島県県畜産共進会が９月 29
日、姶良中央家畜市場で開催されました。
　この日は、出水地区の代表として本町か
ら３頭が出品。今年の秋季畜産共進会でも
優秀な結果を出した、若雌一区に山口正成
さんの「たつごう号」と宮路幸雄さんの「み
つひめ号」が、若雌二区に山口正成さんの

「くしきの号」が選出され審査されました。
　大会結果は、見事３頭とも優秀賞を受賞
し、山口さんと宮路さんは「愛情と手入れ
したかいがありました。今後も上位を目指
したい」と喜びを声にしました。

↑受賞した山口さん（上）の「くしきの号」と、会場で審査を受け
る宮路さん（下）の「みつひめ号」

代表で崎迫正一さんが発表県 九州ブロックＰＴＡ研究大会

　佐賀県唐津市で第 57 回九州ブロックＰＴＡ研
究大会が、10 月 27 日から 28 日にかけ開催され、
川床中学校ＰＴＡの崎迫正一会長が鹿児島県代表
として事例発表を行いました。
　崎迫さんは「全員参加のＰＴＡの組織づくりを
目指して」と題し、川床中学校のＰＴＡ活動を紹
介。長島町の伝統行事である鉦踊りや造形美術展、
同校の長島一周強歩大会などへの取り組みを発表
しました。発表後は、同校のＰＴＡ会員数が減少
する中での組織改革と、参加しやすい活動成果が
評価され、参加者らからたくさんの質問を受け答
えていました。

川床中学校のＰＴＡ活動について発表する崎迫さん↑

鹿倉の中山正美さんが挑戦犬 第 10 回全国和牛能力共進会

　第 10 回和牛能力共進会が、10 月 25 日から 29
日にかけ長崎県佐世保市のハウステンボスをメイン
会場にして行われました。
　この大会は、全国の優秀な和牛を５年に 1 度、一
堂に集めて優劣を競う大会で、雄牛・雌牛の和牛改
良の成果を競う「種牛の部」と肉質を競う「肉牛の
部」に各道府県から選抜された約 500 頭が出品さ
れました。
　本町からは犬鹿倉集落の中山正美さんが２頭出品
し「幸太号」が総合２位に、「幸太郎 15 号」が肉
牛部門で３位の高成績を収めました。

↓出水中央家畜市場での出発式で応援に駆けつけた
川添町長（左から２番目）と中山さん（右から２番目）
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↑詳細に調べあげ
た地域を紹介する
児童たち

←全校児童で取り
組む一輪車の演技
も披露し、会場を
沸かせました

汐見小学校
「汐見っ子フェスティバル」

見の良さを地域に紹介汐
　汐見小学校（竹内功校長）は 11 月 2 日、地
域のかたに学校生活の活動を紹介するととも
に、生まれ育ったふるさと汐見の良さなどを紹
介する「汐見っ子フェスティバル」を開催しま
した。
　この日は、ＰＴＡ会員と老人会員らが来場。
各学級で設けたテーマから、汐見小学校の歴史
や地域の資源などを調べ発表しました。
　始めに、１・２年生の２人は、「ようこそい
らっしゃいました。ゆっくり楽しんで帰って」
とおもてなしのあいさつをしました。３・４年
生の４人は “海抜 50 ㍍看板” などの写真を見
せ「これは何の意味ですか」と来場者に質問す
る場面も。このほか、汐見の景観のすばらしさ
を話すなど、地域の大切さを発表しました。５・
６年生の５人は、今では取り壊された長屋の古
校舎や新校舎建設の作業風景、潟海岸の白い砂
浜での水泳教室など昔の写真と一緒に、当時の
学校生活を解説しました。
　来場したかたがたは「昔を思い出す良い機会
になった」と口をそろえ、たくさんの拍手を送
りました。

の教育で始めた伝統の俳句
平尾小が２つの俳句大会で W 受賞心

　平尾小学校（上床新公校長）は長年、俳句に
取り組み、全国から多数寄せられる２つの俳句
大会で４作品が上位入賞しました。
　第 27 回白秋祭協賛少年少女俳句大会では、
６年の白浜那央さんがナンバー１となる特選、
平成 24 年度一茶まつり全国小中学生俳句大会
で、４年の新田沙理奈さんが上から２位となる
秀
しゅういつ

逸、６年の藤川幸大さん、上符真心さんが入
選を受賞し、周囲を喜ばせました。　
　白浜さんは「自然に関することをよく俳句に
してきた。初めての表彰を受けびっくりした」
と話しました。新田さんは「これからもたくさ
ん俳句を書き、上級生のようにうまく表せるよ
うにしたい」と抱負を語りました。指導にあたっ
た生田正一教諭は「俳句で心の表現力を高め心
優しく成長してほしい」と成長を期待しました。

↑賞状とともに笑顔を見せる、左から藤川さん、白浜さん、新
田さん、上符さんの４人
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（　）内は前月比

11,456(  -27)
  5,535(    -9)
  5,921( -18)
  4,453(    -6)

平成 24 年 11 月 30 日現在

沿道沿いの草を刈り、ツワブキの苗を植える作業員

　

11
月
下
旬
、
3
年
に
わ
た
り
沿
道

に
植
栽
し
て
き
た
ツ
ワ
ブ
キ
の
花

が
、
満
開
を
迎
え
長
島
路
を
美
し
く

彩
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
を
植
え
る
こ

と
で
花
の
楽
し
み
や
雑
草
を
防
ぐ
効

果
、
そ
し
て
将
来
は
食
用
に
も
な
る

こ
と
か
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
、
国
の
事
業
で

沿
道
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
ツ

ワ
ブ
キ
を
種
か
ら
育
て
、
5
万
本
の

苗
を
育
苗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
苗
を
ぐ
る
っ
と
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
花
壇
の
後
方
法
面

に
、
手
作
業
で
雑
草
を
取
り
除
き
植

栽
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
目

標
は
沿
道
の
雑
草
を
な
く
し
、
来
年

の
秋
に
は
１
０
０
万
本
の
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
で
す
。

　

春
に
な
る
と
ツ
ワ
ブ
キ
は
食
用
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
が
、
沿
道
に
植

栽
し
て
あ
る
ツ
ワ
ブ
キ
は
観
賞
用
で

す
。
住
民
や
観
光
客
の
か
た
な
ど
が

採
取
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
民
み

ツ
ワ
ブ
キ
の
花
を
１
０
０
万
本
咲
か
せ
よ
う

ん
な
で
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

将
来
的
に
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
を
採
取

で
き
る
場
所
も
計
画
す
る
予
定
で
す

の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

平
成
25
・
26
年
度
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　

長
島
町
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
25
・
26
年
度
の
入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
年
度
途
中

の
追
加
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　

1
月
7
日
か
ら
2
月
28
日
ま
で

▼
申
請
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
宅
配
便
含
む
）

▼
有
効
期
間

　

2
年
間
（
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月

31
日
ま
で
）

▼
提
出
書
類

　

長
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tow
n.

nagashim
a.lg.jp/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
物
品
な
ど
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
測
量
お
よ
び
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
申
請
に
準
じ
て
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
提
出
時
の
注
意

　

①
申
請
書
に
は
必
ず
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
を
記
入

　

す
る
こ
と
。 

　

②
Ａ
４
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
（
金
具
の
な
い
フ
ァ
イ

　

ル
、
色
指
定
な
し
）
に
綴
り
込
み
提
出
す
る
こ
と
。 

　

③
提
出
書
類
は
番
号
順
に
綴
る
こ
と
。 

　

④
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
と
背
表
紙
に
は
、
商

　

号
お
よ
び
平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加
資
格
申
請
書

　

と
記
入
す
る
こ
と
。 

　

⑤
受
付
の
返
信
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
を
使
用
す
る

　

こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

１
月
７
日
か
ら

受
付
始
ま
り
ま
す

育苗されたツワブキの苗→
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
今
年
も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
が
元
旦
に
決
め
た
抱

負
は
「
笑
顔
を
大
事
に
」
で
す
。

仕
事
柄
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に

足
を
運
ぶ
機
会
が
多
い
中
、
写
真

を
撮
っ
て
い
る
と
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
る
来
場
者
が
多
い
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
自
分
に
余
裕
の
な
い

時
こ
そ
敏
感
に
分
か
り
、
本
当
に

笑
顔
は
人
を
和
ま
せ
、
幸
せ
な
気

持
ち
に
さ
せ
る
〝
薬
〟
だ
と
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
年
間
広
報
を
作
る
中
で
行
き

届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
来
年
も
、
自
分
ら

し
い
笑
顔
の
中
で
、
公
私
と
も
に

充
実
さ
せ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

  12/３０ ４ ５

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１   ２/１   ２/２

  12/３１ １ ２ ３

２０１31
　　　　元旦

○鷹巣診療所 86-0054
○出水眼科 62-8350
○山田クリニック 72-0420
○境田医院 67-2600
○岩元歯科クリニック 75-3333
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□のぞみ薬局 73-2131
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

○長島クリニック88-6405
○キッズクリニック 63-7707
○北国医院 72-0016
○福永内科循環器科 62-8200
○あくね歯科医院 72-0556
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□上野薬局 72-1016
□しおかぜ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

○平尾診療所 88-2595
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○いまむらクリニック 73-1700
○二宮医院 62-0167
○あくね歯科医院 72-0556
□こがね薬局 64-1132
□市民調剤薬局 68-0150
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○よう皮ふ科医院 63-1112
○有村産婦人科・内科 73-4180
○東医院 67-1861
○こじま歯科医院 63-4618
□あすか薬局 63-7322
□あじさい薬局 67-2055
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○奥田蘇明会医院 82-3998
○上園医院 73-1055
○林泌尿器科クリニック64-8800
○しお歯科医院 67-5844
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

　　　　　成人の日

○長島クリニック88-6405
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○内山病院 73-1551
○高尾野診療所 82-0017
○中島歯科医院 82-0020
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局　88-6011

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○楠元内科医院 62-8600
○鶴見医院 73-0553
○市川医院 63-3151
○石沢歯科医院 84-4411
□ポポロ薬局 63-4630
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■びん・有害（獅子島 )

◎３歳６ヶ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

○飯尾医院 88-5040
○来仙医院 84-2005
○しみずこども医院 68-0633
○吉井中央病院 62-3111
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○塩山歯科医院 62-2634
□スマイル薬局 84-2430
□マリン薬局 63-6678
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎幼児歯科
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●１月 14日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を
祝いはげます」ことを趣旨としています。


